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本
作
は
二
〇
一
九
年
「
大
東
文
化
大
学
書
道
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
揮
毫
依
頼
に

よ
り
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
r
大
東
文
化
大
学
書
道
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
文
学
部
書
道
学
科
、
書
道
研
究
所

の

専
任
教
員
の
書
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
壁
掛
け
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
デ
ザ
イ
ン
は

書
道
学
科
非
常
勤
講
師
の
美
柑
和
俊
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
菱
形
や
楕
円
形

等
、
一
般
的
な
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
見
ら
れ
な
い
形
状
と
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
が

特
徴

的
で
人
気
を
博
し
て
い
る
。
「
第
6
5
回
全
国
カ
レ
ン
ダ
ー
展
」
で
は
「
経

済
産
業
大
臣
賞
」
（
二
〇
一
四
）
を
受
賞
し
た
。

　
毎
年
カ
レ
ン
ダ
ー
に
使
用
す
る
書
作
品
の
制
作
で
は
、
ど
こ
に
掛
け
て
も
景

観

を
壊
さ
ず
、
心
地
よ
く
見
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
カ
レ
ン
ダ

ー
と
し
て
の
仕
上
が
り
を
含
め
て
作
品
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

る
。
今
回
は
円
形
の
紙
面
に
指
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
行
書
の
多
字
数
で
瀟
酒

な
趣
に
仕
上
げ
た
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
、
制
作
に
と
り
か
か
っ
た
。

　
円
形
の
形
式
は
瓦
当
や
統
扇
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
章
法
は
特
に
約
束
事

は
無
く
、
如
何
に
体
裁
よ
く
文
字
を
配
置
す
る
か
が
重
要
と
な
る
．
．
し
か
し
、

書
作
品
と
し
て
は
た
だ
の
行
書
き
で
は
平
凡
で
面
白
味
に
欠
け
て
し
ま
う
。
試

行
錯
誤
の
末
辿
り
着
い
た
の
が
扇
面
の
章
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

行

間
は
上
部
が
広
く
、
下
部
に
向
か
っ
て
狭
く
な
る
よ
う
に
調
整
し
、
そ
れ
に

合
わ

せ
て

文

字
の
大
き
さ
も
徐
々
に
小
さ
く
し
て
全
体
の
調
和
を
図
っ
た
。
ま

た
各
行
の
文
字
数
は
揃
え
ず
、
紙
面
の
形
に
合
わ
せ
て
行
頭
・
行
末
の
位
置
を

変
え
る
よ
う
設
定
し
た
。
こ
う
し
て
円
形
の
紙
面
の
中
で
下
か
ら
上
に
向
か
っ

て

放
射
状

に
広
が
り
を
持
つ
よ
う
な
視
覚
的
効
果
を
期
待
し
た
が
、
下
半
分
の

文
字
が
や
や
大
き
か
っ
た
た
め
に
狙
い
通
り
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
枚
数

を
重
ね
る
毎
に
力
が
入
っ
て
し
ま
い
、
瀟
洒
な
趣
と
は
ほ
ど
遠
く
な
っ

た
も
の
の
、
円
形
と
い
う
紙
面
の
特
徴
を
生
か
し
た
制
作
は
で
き
た
の
で
は
な

い
か

と
思
う
。
引
き
続
き
課
題
と
し
て
挑
戦
し
た
い
。
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　　　　　抱
準
皇
ζ
，
］

55．5cm悲
秋
將
歳
晩
、
繁
露
已
成
霜
。

偏
渚
盧
先
白
、
霧
籠
菊
自
黄
。

雁
鐘
鳴
遠
寺
、
擁
鳩
度
三
湘
。

氣
逼
嬬
衣
薄
、
寒
侵
宵
夢
長
。

浦
庭
添
月
色
、
沸
水
敏
荷
香
。

掲
念
蓬
門
下
、
窮
年
在
一
方
。

顔
棄
詩
、
大
節
。
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